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遺伝⼦配列を材料素⼦とする河川⽔中有害物質の簡易測定系構築 Research Project

Project/Area Number 14655286

Research Category Grant-in-Aid for Exploratory Research

Allocation Type Single-year Grants

Research Field 化学⼯学⼀般

Research Institution Kanazawa University

Principal Investigator 林 良茂   ⾦沢⼤学, ⼯学部, 教授 (60019750)

Co-Investigator(Kenkyū-
buntansha)

荻野 千秋  ⾦沢⼤学, ⼤学院・⾃然科学研究科, 助⼿ (00313693) 
清⽔ 宣明  ⾦沢⼤学, ⾃然科学研究センター, 教授 (50019634)

Project Period (FY) 2002 – 2003

Project Status Completed (Fiscal Year 2003)

Budget Amount *help ¥3,400,000 (Direct Cost: ¥3,400,000)
Fiscal Year 2003: ¥1,300,000 (Direct Cost: ¥1,300,000) 
Fiscal Year 2002: ¥2,100,000 (Direct Cost: ¥2,100,000)

Keywords DNA多様性 / DNA配列 / DNAアプタマー / バイオセンサー / ⼤腸菌 / GFP / ベンゼンセンサー

Research Abstract 遺伝⼦配列は4つの塩基から構成されているだけであるが、その配列は多様な情報を伝達する事が出来、様々なタンパク質を創り出すことが出来る。しかし近
年、この遺伝⼦配列(DNA配列)そのものの多様性を利⽤し、遺伝⼦配列を機能性材料として⽤いる事が試み始めている。本申請研究はこの"DNA多様性"をセン
サー材料として利⽤し、⽯油化学物質・環境ホルモンによる⽔質汚染の評価を総合的に⾏うことを⽬的とする。準備として、現在までにベンゼン資化性微⽣物
由来のベンゼン認識遺伝⼦配列を蛍光発光タンパク質と組み合わせた微⽣物を構築し、その発⾊強度より⽔中のベンゼン系化合物(キシレンやクロロトルエン)の
濃度測定を可能にしている。これを⾜掛かりに、(最終的には微⽣物を⽤いずに)ベンゼン系の類似構造を持つ化学物質の分析を可能にする測定系の開発を⾏う。
また"DNA⾃⾝"を機能材料として⽤いた研究は現在までは殆ど⾏われていない。何故なら、現在までは個々の遺伝⼦(DNA)配列から翻訳されたタンパク質の機
能を解明するものが中⼼であったからである。"DNA多様性"に関する研究は遺伝⼦増幅技術polymerase chain reaction (PCR)法の発展に伴い次第に注⽬を浴
びるように変化してきた。現在まで、抗体などのタンパク質をセンサーとして⽤いたケースは多く知られている、しかしその⽣産には微⽣物を⽤いた煩雑操作
が必要であり、結果的に⾼価格であった。しかしDNAは試験管内にてPCR法にて容易に増幅させることが可能であり、⼯業的な側⾯を考えた場合に、DNA素⼦
のセンサー化が可能であれば、そちらの⽅がセンサーとして経済的であると考えられる。このような背景より(1)⼤腸菌内でのDNA多様性を⽤いたベンゼン系化
合物検出システム、(2)DNA⾃⾝をセンサー素⼦として利⽤し、フェノール系化合物を認識するDNAセンサーの開発を推進した。(1)に関しては環境庁指定の排
出規制基準程度のベンゼン系化合物の検出が可能になり、更に多サンプルの同時測定が可能な培養系の構築を完了した。今後はこのシステムを⽤いて河川⽔の
環境汚染評価を⾏っていく予定である。(2)に関しては、昨年決定した探索条件にてフェノール認識DNAアプタマーの探索を終了することが出来た。そして、⽔
晶振動⼦を⽤いた分⼦間相互作⽤評価より、⾼い結合を⽰すDNAアプタマーを同定することが出来た。今後、この遺伝⼦配列の分⼦解析を⾏っていく予定であ
る。
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